
12月
2012年

第2次安倍内閣
衆院選『日本を、取り戻す』

2013年
1月28日ー6月26日第183国会（常会）
6月 参院選『この道しかない』
10月15日第185国会（臨時会）
11月27日 「国家安全保障会議を創設するための関連法」成立
12月6日 「特定秘密保護法」成立

強行採決

12月8日
12月9日安倍首相会見

8月2日ー8月7日第184国会（臨時会）

私自身がもっともっと丁寧に時間をとって説明すべきだったと、
反省もいたしております。

2014年
1月24日第186国会（常会）
4月1日 「防衛装備移転三原則」閣議決定

6月22日
「集団的自衛権一部容認」閣議決定7月1日

9月3日 第2次安倍改造内閣「実行実現内閣」
9月29日ー11月21日第187国会（臨時会）

http://www.kantei.go.jp/jp/96_abe/statement/2013/1209kaiken.html

11月18日安倍首相会見

消費税の引き上げを18カ月延期すべきであるということ、そして
平成29年４月には確実に10％へ消費税を引き上げるということについて、
そして、私たちが進めてきた経済政策、成長戦略を
さらに前に進めていくべきかどうかについて、
国民の皆様の判断を仰ぎたいと思います。

http://www.kantei.go.jp/jp/96_abe/statement/2014/1118kaiken.html
解散

12月 衆院選『景気回復、この道しかない』
第3次安倍内閣

1月26日第189国会（常会）
9月19日 「平和安全法制」成立

2015年

12月26日ー12月28日第182国会（特別会）

12月24日ー12月26日第188国会（特別会）

9月25日安倍首相会見

国民の皆様の理解が更に得られるよう、
政府としてこれからも丁寧に説明する努力を続けていきたいと
考えております。

http://www.kantei.go.jp/jp/97_abe/statement/2015/0925kaiken.html

9月27日
10月7日 第3次安倍改造内閣「未来へ挑戦する内閣」

強行採決

何が秘密か？
それが秘密

何が秘密か？
それが秘密

http://brownmorning.s3-website-ap-northeast-1.amazonaws.com



10月21日 野党：憲法53条に基づく臨時国会召集要求

7月
2016年

第3次安倍第2次改造内閣「未来チャレンジ内閣」
参院選『この道を、力強く、前へ』

1月4日ー6月1日第190国会（常会）

8月1日ー8月3日第191国会（臨時会）
8月3日

9月21日安倍首相国連総会一般討論演説

争いごとがあれば法に基づく主張をし、
力や威圧に頼らず、平和的に解決していくとする原則を、
国際社会はあくまで堅持しなければなりません。

http://www.kantei.go.jp/jp/97_abe/statement/2016/0921enzetsu.html

9月26日ー12月17日第192国会（臨時会）
2017年
1月20日第193国会（常会）
6月15日 「改正組織的犯罪処罰法」成立

6月18日
6月19日安倍首相会見

何か指摘があればその都度、真摯に説明責任を果たしていく。（中略）
国民の皆様から信頼が得られるよう、
冷静に、一つ一つ丁寧に説明する努力を積み重ねていかなければならない。
その決意をこの国会の閉会に当たって新たにしております。

http://www.kantei.go.jp/jp/97_abe/statement/2017/0619kaiken.html

強行採決

6月22日 野党：憲法53条に基づく臨時国会召集要求
第3次安倍第3次改造内閣「仕事人内閣」8月3日

9月18日安倍首相会見

衆議院の解散については、
いちいちお答えすることは差し控えさせていただきたいと思いますが、
帰国後に判断したいと考えています。

http://www.kantei.go.jp/jp/97_abe/actions/201709/18kaiken.html

9月20日安倍首相国連総会一般討論演説

必要なのは、対話ではない。圧力なのです。
http://www.kantei.go.jp/jp/97_abe/statement/2017/0920enzetsu.html

青色塗りつぶし
吹き出し：
説明責任関連の発言

枠だけ吹き出し：
国際問題関連の発言

強行採決

9月28日ー9月28日第194国会（臨時会）

9月25日安倍首相会見

少子高齢化、緊迫する北朝鮮情勢、
正に国難とも呼ぶべき事態に強いリーダーシップを発揮する。
自らが先頭に立って国難に立ち向かっていく。
これがトップである私の責任であり、総理大臣としての私の使命であります。
苦しい選挙戦になろうとも、国民の皆様と共にこの国難を乗り越えるため、
どうしても今、国民の声を聞かなければならない。そう判断いたしました。

http://www.kantei.go.jp/jp/97_abe/statement/2017/0925kaiken.html
解散

10月 衆院選『この国を、守り抜く』

私自身、閉会中審査に出席するなど、
丁寧に説明する努力を重ねてまいりました。

黄色塗りつぶし
吹き出し：
衆院解散関連の発言

http://brownmorning.s3-website-ap-northeast-1.amazonaws.com
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